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第46回例会

夜間例会

点　　鐘　　石川（元）会長

司　　会　　副ＳＡＡ　田嶋会員

◇ロータリーソング「我等の生業」

◇本日のメニュー　スペシャルディナー　

　※石川会長挨拶はこの後の総括と併せて

幹事報告	 谷田部（修）幹事

一年間ありがとうございました。

◇現況報告書に載せる「事業報告書」「事業計画

書」が未提出の方は事務局迄ご提出を。

◇今年度の会計の締めになりますので、請求書が

未提出の方はご提出を。

委員会報告	 　

◇スマイルボックス委員会　菊地（正）委員長

　一年間ありがとうございました。

石川元信会長

二人目の孫が生まれました。ジジイがジィー

ジィーになりました。一年間お世話になりました。

石川元信会長・谷田部修幹事

本年度一年間、ありがとうございました。おか

げさまで無事、最終例会を迎えることができまし

た。

	
会長・幹事挨拶　　　　　渡邉（有）会長

石川元信会長

　皆さん、こんばんは。今日は大雨になるかと

思ったのですが、なんとか雨が止みまして、次の

年度にうまく引き継げるような気が致します。一

年間お世話になりました。本当にありがとうござ

いました。

谷田部修幹事

　皆様、一年間、大変お世話になりました。不行

き届きな点も多々あり、ご迷惑をおかけしたと思

いますが、お陰様で本日最終例会を迎えることが

できました。これも会長はじめ理事、役員そして

会員の皆様のおかげと心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。

一年間の総括　　　　　　石川元信会長

はじめに、会員の皆様には温かく見守っていただ

き、なんとか一年間無事に過ごせたことをありがた

く、感謝申し上げます。また、理事、役員の方々に

もご尽力いただきまして誠にありがとうございまし

た。そして、谷田部幹事にはいろいろ目配りしてい

ただき、議事、事務等をまとめていただき、副会長、

副幹事とも一緒に心合わせて会の運営に尽力いただ

きました。ロータリーの皆様には本当にお世話にな

りました。

総括ということですが、ゴードンＲ．マッキナ

リーＲＩ会長が、ロータリーの継続していくもの

として言われたのが、「ローターアクトの地位向

上」「女児のエンパワメントの促進」「ＤＥＩの促

進」「ポリオ根絶」でした。これを推奨していこう

ということで始まりましたが、正直をいうと、はじ

めはピンときませんでした。その中で、三井ガバ

ナーが、「クラブの活動をコロナ以前に戻して、再

構築をしていきましょう」「３年後、５年後の長期

計画を作り、会の運営を考えていきましょう」「仲

間を増やしましょう」「次世代の若者に援助してい
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と出会うべくして出会ったと思っております。これ

からもまたよろしく、ご指導ご鞭撻お願い致します。

最後に、決算ですが、厳しいご報告をしなければ

ならないと思っています。ただ、我々理事、委員長

とも、それぞれ非常に知恵を絞って、良いものを作

ろうと努力した結果だと思っていますので、その点

はご了承いただければありがたいと思います。一年

間、お世話になりました。ありがとうございます。

＜夜間　最終例会　懇親会　＞

◇乾　杯　パストガバナー　太城敏之会員

◇中締め　会長エレクト　　細谷俊夫会員

きましょう」等とおしゃって、段々身近なものとし

て感じられるようになりました。そして、私の方で

は、「希望と安心をあたえ	喜びを分かち合おう」と

いうテーマで会の運営を行ってきました。どこまで

出来たかは、甚だ心もとない次第でありますが、一

身上で退会する方があまりなく、退会は転勤の入れ

替わりがほとんどで、ほぼ現状維持で会の運営が出

来たと思っています。皆様が無事に例会に出ていた

だいているということは、皆様の企業がそれぞれ健

全に運用され、従業員の方も安定し、またその地域

に希望を、三方良しで運用されているのではないか

と思っています。これが、職業奉仕ではないかと

思っています。そして、親睦、フェローシップとい

うことで、皆様がここに集って、このロータリーか

ら、地区、ＲＩ、世界へ広げて大きな奉仕をする、

この大きな力の最初の形が東ロータリークラブで出

来ればと思いました。東ロータリークラブでは、地

区補助金を使って「つながりサポート」のプロジェ

クトをしましたが、お金を出しているという感じは

あるのですが、少しでも自分たちが何かをするとい

うことが出来れば良かったと思います。また、ポリ

オデーの募金活動では、市内10ロータリークラブが

一緒に活動出来たことが、非常に良かったと思って

います。

会長の一年間とその前の一年半、振り返るとあっ

という間の二年半でした。私は、お寺の世界なので、

日頃お付き合いする方は、宗教界の方ばかりになり、

経済界の方とはあまりお付き合いすることがないの

で、ロータリーの会長をさせていただき、新たな縁、

非常にありがたい縁をいただいたと思っています。

ある日突然、太城パストガバナーと渡邉パスト会長

から「会長にどうだろうか」ということでお話があ

りました。はじめは「出来ませんよ」とお断りした

のですが、ロータリーは断らない、ということだそ

うで、受けさせていただきました。谷田部さんに幹

事をお願いしまして、なんとか、ここまでたどり着

いた次第です。

プロジェクト自体は、三井ガバナーが言ってい

ますが「ロータリーは何もしなくても、皆が支えて

くれるから、なんとなく１年を過ごすことが出来る。

ただ、やる気があればいろいろなことが出来る。」

ということでした。もう少し、いろいろなことをし

たかったのですが、勉強不足もあり、力が及ばな

かったことが慙愧であります。

とりあえず、一年の節目が終わったということで、

皆様と良いご縁ができたこと、非常に感謝していま

す。最初の時に言いましたが、「人間の一生のうち

逢うべき人には必ず会える。しかも、一瞬早すぎず、

一瞬遅すぎないときに。しかし、うちに求める心な

くば、眼前にその人ありといえども、縁は生じず。」

という森信三さんの言葉があります。ここに、皆様
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